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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

１ 平成 31.４.25 𠮷𠮷本副会長、自由民主党総務部会「地方議会の課題に関するプロ

ジェクトチーム」によるヒアリングに出席 

 自由民主党総務部会「地方議会の課題に関するプロジェクトチ

ーム」の第３回会合が開催され、本会及び全国町村議会議長会に

対するヒアリングが行われた。 

 本会からは、𠮷𠮷本充 副会長（千葉県議会議長）が出席し、地方

議会の現状と課題、対応策について説明するとともに、特に厚生

年金への地方議会議員の加入の必要性について意見を述べた。 

２ 令和元.５.16 学識経験者等を構成員とする都道府県議会制度研究会を設置 

本会は、学識経験者等を構成員とする都道府県議会制度研究会

を設置し、開催した。 

研究会は、都道府県議会の活性化に向けての制度改革について

調査、研究を行うため設置した。 

研究会では、中邨章 明治大学名誉教授を座長に選出し、運営

方法について協議するとともに、都道府県議会の課題などについ

て意見交換等を行った。第２回の研究会以降は、各委員から、都道

府県議会の課題や課題に対する考え方などについての発表を聴取

し、意見交換を行うこととした。 

３ 元.５.16 吉田会長職務代理者、「まち・ひと・しごと創生担当大臣との意

見交換会（第 11回）」に出席 

吉田栄光 会長職務代理者（福島県議会議長）をはじめ、地方六

団体の代表は、「まち・ひと・しごと創生担当大臣との意見交換

会（第 11回）」に出席した。 

 同会合においては、内閣官房から、「まち・ひと・しごと創生

基本方針 2019」の策定、第９次地方分権一括法案等について説明

の後、意見交換を行った。 

本会からは、第２期総合戦略の策定に向けた更なる地方の取組

への支援、地方創生推進交付金をはじめとした地方創生版・三本

の矢の拡充等について要請した。 

＜政府出席者＞ 

片山さつき まち・ひと・しごと創生担当大臣 

舞立 昇治 内閣府大臣政務官 

＜地方六団体出席者＞ 

上田 清司 全国知事会会長（埼玉県知事） 

吉田 栄光 全国都道府県議会議長会会長職務代理者 

（福島県議会議長） 

立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

山田 一仁 全国市議会議長会会長（北海道札幌市議会議長） 

荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

櫻井 正人 全国町村議会議長会会長 

（宮城県利府町議会議長） 

-3-



№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

４ 元.５.22 地方六団体、「国会議員と地方六団体との意見交換会」を開催 

本会など地方六団体は、「国会議員と地方六団体との意見交換

会」を都市センターホテルにおいて開催し、地方自治関係国会議

員に対し、引き続き地方税財政や地方創生などへの力強い支援を

要請した。 

 同意見交換会には、石田真敏 総務大臣、片山さつき 地方創生

担当大臣、岸田文雄 自由民主党政務調査会長、あかま二郎 自由

民主党総務部会長をはじめとする約 90 名の国会議員が出席した

ほか、地方六団体側は首長・正副議長約 70名（本会からは正副議

長 15名）が出席した。 

５ 元.５.31 吉田会長職務代理者、「第 32 次地方制度調査会第 17 回専門小委

員会」に出席 

吉田栄光 会長職務代理者（福島県議会議長）が、「第 32次地方

制度調査会第 17 回専門小委員会」（委員長：山本隆司 東京大学

教授）に出席した。 

会議では、「人口減少が深刻化し高齢者人口がピークを迎える

2040 年頃から逆算し顕在化する諸課題とその対応」について、本

会など地方六団体の意見聴取が行われた。 

 吉田会長職務代理者からは、これまであまり議論されていない

都道府県が果たす役割や地方議会の在り方などについての十分な

検討及び累次の地方制度調査会において、三議長会からの要望等

を踏まえ、検討が継続している議会に関する事項についても、早

期に前向きな結論をいただくことを期待する旨発言した。 

６ 元.６.６ 吉田会長職務代理者、「国と地方の協議の場（令和元年度第１回）」

に出席 

吉田栄光 会長職務代理者（福島県議会議長）をはじめ、地方六

団体の代表は、総理大臣官邸で開催された「国と地方の協議の場

（令和元年度第１回）」に出席した。 

 会議においては、「骨太方針」の策定等について、地方六団体か

ら、「骨太方針の策定等について」を提出し、これに対する対応を

求めるとともに、関係閣僚と意見交換を行った。 

吉田会長職務代理者からは、一般財源総額の確保、風評被害の

払拭等東日本大震災からの復興・再生及び厚生年金への地方議会

議員の加入等について要請した。 

＜協議事項＞ 

「骨太の方針」の策定等について 

＜政府出席者＞ 

安倍 晋三 内閣総理大臣 

麻生 太郎 副総理・財務大臣 

菅  義偉 内閣官房長官 

石田 真敏 総務大臣 

片山さつき 内閣府特命担当大臣（地方創生） 

田中 良生 内閣府副大臣（代理人） 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

＜地方六団体出席者＞ 

上田 清司 全国知事会会長（埼玉県知事） 

 吉田 栄光 全国都道府県議会議長会会長職務代理者 

（福島県議会議長） 

 立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

 山田 一仁 全国市議会議長会会長（北海道札幌市議会議長） 

 荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

 櫻井 正人 全国町村議会議長会会長 

（宮城県利府町議会議長） 

 

７ 元.６.12 都道府県議会制度研究会（第２回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第２回）を開催し、２名の委

員からの発表を聴取し、意見交換を行った。 

＜内容及び発表者＞（発表順） 

「立法府としての地方議会の明確化、議員は職業であることの

明確化」 

内田 一夫 委員（元本会事務局次長） 

 「地方議員と住民意識」 

谷口 尚子 委員（慶應義塾大学大学院准教授） 

 

８ 元.６.20 役員会 

後刻開催する臨時総会の日程及び運営等について協議した。 

 

９ 元.６.20 臨時総会 

総会の主な経過概要は以下のとおりである。 

１ 吉田栄光会長職務代理者（福島県議会議長）があいさつを述

べるとともに、本会を代表して出席した５月 16日のまち・ひと・

しごと創生担当大臣、５月 31日の第 32次地方制度調査会専門

小委員会及び６月６日の国と地方の協議の場について報告し

た。 

２ 出席の正副議長の紹介に続いて議事に入り、まず、正副会長

の選任方法に関する申し合せの一部改正について、事務局から

説明し、決定した。 

３ 一旦休憩し、再開後、会長、副会長について、事前の役員選考

の結果を中川忠昭 役員選考委員長（富山県議会議長）から報告

して諮り、田中英夫 会長（京都府議会議長）と８名の副会長を

選任した。その後、田中 新会長が、就任あいさつを行った。 

４ 理事、監事、各委員会の正副委員長について、各ブロック又は

組合せブロックにおいてそれぞれ互選した結果を事務局から報

告して諮り、選任した。 

 なお、役員及び各委員会の正副委員長は次のとおりである。 

 
全国都道府県議会議長会役員（敬称略） 

会長 京都府議会議長 田 中  英 夫 

副会長 北海道議会議長 村 田   憲 俊 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  
副会長 秋田県議会議長 加 藤   鉱 一 

副会長 山梨県議会議長 大 柴   邦 彦 

副会長 富山県議会議長 中 川   忠 昭 

副会長 奈良県議会議長 粒 谷   友 示 

副会長 広島県議会議長 中 本   隆 志 

副会長 徳島県議会議長 喜 多   宏 思 

副会長 熊本県議会議長 井 手   順 雄 

理事 宮城県議会議長 佐 藤   光 樹 

理事 千葉県議会議長 阿 井   伸 也 

理事 岐阜県議会議長 小 川   恒 雄 

理事 和歌山県議会議長 岸 本      健 

理事 山口県議会議長 柳 居   俊 学 

理事 香川県議会議長 大 山   一 郎 

理事 福岡県議会議長 栗 原      渉 

監事 群馬県議会議長 狩 野   浩 志 

監事 大阪府議会議長 三 田   勝 久 

監事 岡山県議会議長 蓮 岡   靖 之 

 
全国都道府県議会議長会各委員会正副委員長（敬称略） 

地方自治委員会 委員長 福井県議会議長 田 中   宏 典 

 副委員長 山形県議会議長 金 澤   忠 一 

 副委員長 長野県議会議長  清 沢  英 男 

 副委員長 高知県議会議長 桑 名   龍 吾 

社会文教委員会 委員長 宮崎県議会議長 丸 山  裕次郎 

 副委員長  新潟県議会議長 岩 村   良 一 

 副委員長 滋賀県議会議長 生 田   邦 夫 

経済産業委員会 委員長  福島県議会議長 吉 田   栄 光 

 副委員長  愛知県議会議長 神 野   博 史 

 副委員長 愛媛県議会議長 西 田   洋 一 

国土交通委員会 委員長 栃木県議会議長 早 川   尚 秀 

 副委員長 兵庫県議会議長 長 岡   壯 壽 

 副委員長 島根県議会議長 中 村   芳 信 

 副委員長 長崎県議会議長 瀬 川   光 之 

農林水産環境委員会 委員長 鳥取県議会議長 藤 縄   喜 和 

 副委員長 岩手県議会議長 佐々木  順 一 

 副委員長 三重県議会議長 中 嶋  年 規 

 副委員長 鹿児島県議会議長 外 薗   勝 蔵 

 

 

10 元.６.23 中本副会長、令和元年沖縄全戦没者追悼式に参列 

 沖縄県・平和記念公園において、沖縄県及び沖縄県議会主催に

よる令和元年沖縄全戦没者追悼式が執り行われ、本会からは、中

本隆志副会長（広島県議会議長）が参列し、献花を行った。 

 追悼式には、安倍晋三内閣総理大臣をはじめ、関係閣僚など約

5,100名が参列した。 

 

11 元.６.24 新役員、就任あいさつ及び厚生年金への地方議会議員の加入につ

いて要請 

以下に対し、就任あいさつするとともに、要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

・厚生年金への地方議会議員の加入について 

＜要請先＞（順不同） 

・自由民主党 

 岸田 文雄 政務調査会長 

 加藤 勝信 総務会長(秘書対応) 

 萩生田光一 幹事長代行 

 金田 勝年 幹事長代理(秘書対応) 

 坂本 哲志 政務調査会長代理 

 冨樫 博之 総務部会副部会長 

 藤川 政人 参議院国会対策委員会副委員長 

・公明党 

 井上 義久 副代表 

 桝屋 敬悟 総務部会長 

 江田 康幸 衆議院総務委員会委員長 

＜参加者＞ 

 田中 英夫 会 長（京都府議会議長） 

 村田 憲俊 副会長（北海道議会議長） 

 大柴 邦彦 副会長（山梨県議会議長） 

 中川 忠昭 副会長（富山県議会議長） 

 喜多 宏思 副会長（徳島県議会議長） 

 阿井 伸也 理 事（千葉県議会議長） 

 小川 恒雄 理 事（岐阜県議会議長） 

 蓮岡 靖之 監 事（岡山県議会議長） 

 井田  泉 監 事（代理）（群馬県議会副議長） 

 

12 元.６.24 内閣総理大臣主催による都道府県議会議長との懇談会に出席 

安倍内閣総理大臣主催による都道府県議会議長との懇談会が、

総理大臣官邸において開催された。 

 本会からは、田中英夫 会長（京都府議会議長）をはじめ正副議

長 30名が出席し、安倍晋三 内閣総理大臣、石田真敏 総務大臣、

菅 義偉 内閣官房長官などと、意見交換を行った。 

 

13 元.６.28 吉田福島県議会議長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研

究会」の構成員に就任し、出席 

総務省は、本会をはじめとする議会代表者及び学識経験者を構

成員とする「地方議会・議員のあり方に関する研究会」を設置し、

開催した。 

研究会は、地方議会議員のなり手不足が深刻な状況となってい

ること等を踏まえ、今後の地方議会・議員のあるべき姿や多様な

人材が地方議会に参画しやすくなるための方策等について、幅広

く議論を行うため設置された。 

本会からは、統一地方選挙後、会長職務代理者を務めた吉田栄

光 福島県議会議長が構成員に就任した。 

研究会では、運営方法について協議するとともに、地方議会の

課題について意見交換を行い、吉田福島県議会議長からは、本研
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

究会と地方制度調査会との関係、議員定数のあり方、厚生年金へ

の地方議会議員加入の必要性等について意見を述べた。 

 

14 元.７.12 都道府県議会制度研究会（第３回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第３回）を開催し、前回に引

き続き、２名の委員からの発表を聴取し、意見交換を行った。 

＜内容及び発表者＞（発表順） 

「二元代表制論」 

金井 利之 委員（東京大学大学院教授） 

 「会派、議会事務局」 

駒林 良則 委員（立命館大学教授） 

 

15 元.７.23 各委員会 

５つの委員会を開催し、以下のとおり関係府省から説明を聴く

とともに、「令和２年度政府予算編成並びに施策に関する提言案」

を審査した。 

 

地方自治委員会 

＜聴取内容＞ 地方行政の課題について 

＜説 明 者＞ 森  源二 総務省大臣官房審議官（地方行政・

個人番号制度、地方公務員制度、選挙担当） 

＜提言案項目＞「地方創生、地方分権改革の推進について」等 

12件 

 

社会文教委員会 

＜聴取内容＞ 児童虐待防止対策の強化について 

＜説 明 者＞ 渡辺 由美子 厚生労働省子ども家庭局長 

＜提言案項目＞「児童虐待防止対策の充実強化について」等９件 

 

経済産業委員会 

＜聴取内容＞ １.経済産業省のエネルギーに関する取組につい

て～再エネ・水素に関して～ 

２.地域金融システムについて 

＜説 明 者＞１.山崎 琢矢 資源エネルギー庁省エネルギー・新

エネルギー部政策課長 

２.栗田 照久 金融庁監督局長 

＜提言案項目＞「総合的な経済対策について」等７件 

 

国土交通委員会 

＜聴取内容＞ 道路行政の現状と課題について 

＜説 明 者＞ 池田 豊人 国土交通省道路局長 

＜提言案項目＞「防災・減災対策、国土強靭化の充実強化につい

て」等７件 

 

農林水産環境委員会 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

＜聴取内容＞ 農林水産物の輸出力強化について 

＜説 明 者＞ 塩川 白良 農林水産省食料産業局長 

＜提言案項目＞「国際貿易交渉を踏まえた農林水産業の振興につ

いて」等６件 

 

16 元.７.24 役員会 

（１）第 163回定例総会の日程及び運営、（２）賀詞(案)、（３）

平成 30年度会務及び会計報告並びに会計監査報告、（４）定例総

会懇談会の負担金、（５）第 163回定例総会の提出議案、（６）定

例総会議決事項の推進方法を協議した。 

 なお、会計監査報告は監事を代表して、三田勝久 監事（大阪府

議会議長）が報告した。 

 

17 元.７.31 第 163回定例総会 

東京・都道府県会館において開催した。総会の主な経過概要は

以下のとおりである。 

１ 田中英夫 会長（京都府議会議長）のあいさつに続いて、来賓

の古賀友一郎 総務大臣政務官があいさつをし、事務局が安倍晋

三 内閣総理大臣のメッセージを披露した。 

２ その後、新任議長を紹介した後、議事に入り、今上陛下のご即

位に係る賀詞奉呈を決定するとともに、平成 30年度決算につい

て、事務局が会務報告及び会計報告の説明、三田勝久 監事(大

阪府議会議長）が会計監査報告を行った後、認定した。 

３ 次に、役員会提出の「地方税財源の充実確保に関する決議」、

「東京電力福島第一原子力発電所事故対策に関する決議」及び

「厚生年金への地方議会議員の加入に関する決議」を決定する

とともに、各委員会の委員長報告の後、「令和２年度政府予算編

成並びに施策に関する提言」を決定した。 

４ 続いて、次期定例総会（10月 31日）の開催地である福井県議

会の田中宏典 議長からの歓迎のあいさつや、三田勝久 大阪府

議会議長から 20か国・地域首脳会合開催に際しての協力御礼、

事務局から８月 21日（水）開催の「新任議員研修会」及び 11月

12日（火）開催の「第 19回都道府県議会議員研究交流大会」に

ついて報告等を行った。 

５ 最後に、増田寛也 野村総合研究所顧問から「地方の創生と議

会の役割について」の講演を聴取し、閉会した。 

 

18 元.７.31 田中会長、「第 32次地方制度調査会第３回総会」に出席 

田中英夫 会長（京都府議会議長）が、「第 32次地方制度調査会

第３回総会」に出席した。 

 総会では、「2040 年頃から逆算し顕在化する地方行政の諸課題

とその対応方策についての中間報告（案）」及び「今後の審議につ

いて（案）」について協議・決定された。 

田中会長からは、次のとおり意見を述べた。  

・地域における諸課題への対応について、都道府県を含む各主 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

体の役割を明確にするとともに、わかりやすく提示する必要

があること 

・地域の未来予測について、地方創生との関係を整理するとと

もに、特に被災地についての作成支援が必要であること 

・後半の審議では、地方議会のあり方について審議対象とする

こと 

 

19 元.８.１ 役員会、地方自治委員会、社会文教委員会、経済産業委員会及び農

林水産環境委員会、第 163回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

役員会 

＜要請事項＞ 

・地方税財源の充実確保に関する決議 

・東京電力福島第一原子力発電所事故対策に関する決議 

・厚生年金への地方議会議員の加入に関する決議 

・令和２年度政府予算編成並びに施策に関する提言 

＜要請先＞(順不同) 

・内閣官房 

 菅  義偉 内閣官房長官 

 野上浩太郎 内閣官房副長官 

 西村 康稔 内閣官房副長官 

・自由民主党 

 加藤 勝信 総務会長 

 坂本 哲志 総務部会「地方議会の課題に関するＰＴ」座長 

 橋本  岳 総務部会「地方議会の課題に関するＰＴ」 

事務局長 

・公明党 

 斉藤 鉄夫 幹事長 

 石田 祝稔 政務調査会長 

 竹内  譲 衆議院議員 

＜参加者＞ 

 田中 英夫 会 長（京都府議会議長） 

 加藤 鉱一 副会長（秋田県議会議長） 

 大柴 邦彦 副会長（山梨県議会議長） 

 中川 忠昭 副会長（富山県議会議長） 

 粒谷 友示 副会長（奈良県議会議長） 

 井手 順雄 副会長（熊本県議会議長） 

 児玉  浩 副会長（代理）（広島県議会副議長） 

 南  恒生 副会長（代理）（徳島県議会副議長） 

 

地方自治委員会 

＜要請事項＞ 

 地方創生、地方税財源の充実強化 等 

＜要請先＞（順不同） 

・総務省 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

 鈴木 淳司 総務副大臣 

・自由民主党 

 池田 道孝 総務部会長代理 

 金子原二郎 地方行政調査会長 

＜参加者＞ 

 田中 宏典 委 員 長（福井県議会議長） 

 金澤 忠一 副委員長（山形県議会議長） 

 桑名 龍吾 副委員長（高知県議会議長） 

 荒井 武志 副委員長（代理）（長野県議会副議長） 

 

社会文教委員会 

＜要請事項＞ 

 児童虐待防止対策の充実強化、少子化対策・子育て支援の推進、

教育体制の充実 等 

＜要請先＞（順不同） 

・内閣府 

 宮腰 光寛 内閣府特命担当大臣（少子化対策） 

・文部科学省 

 浮島 智子 文部科学副大臣 

・厚生労働省 

 上野 宏史 厚生労働大臣政務官 

・自由民主党 

 赤池 誠章 文部科学部会長 

 羽生田 俊 厚生労働部会長代理 

＜参加者＞ 

丸山裕次郎 委 員 長（宮崎県議会議長） 

 岩村 良一 副委員長（新潟県議会議長） 

 生田 邦夫 副委員長（滋賀県議会議長） 

 

経済産業委員会 

＜要請事項＞ 

 総合的な経済対策、地域の産業振興、中小企業・小規模事業者支

援の充実強化 等 

＜要請先＞（順不同） 

・経済産業省 

 磯﨑 仁彦 経済産業副大臣 

・金融庁 

 田中 良生 内閣府副大臣 

・自由民主党 

 神山 佐市 経済産業部会長代理 

 宮本 周司 経済産業部会長代理 

 竹本 直一 中小企業・小規模事業者政策調査会長 

＜参加者＞ 

吉田 栄光 委 員 長（福島県議会議長） 

 神野 博史 副委員長（愛知県議会議長） 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

農林水産環境委員会 

＜要請事項＞ 

 国際貿易交渉を踏まえた農林水産業の振興、食の安全・安心を

確保する制度の拡充強化、水産業政策の推進、環境政策の推進 

等 

＜要請先＞（順不同） 

・農林水産省 

 小里 泰弘 農林水産副大臣 

・環境省 

 勝俣 孝明 環境大臣政務官 

・自由民主党 

 武部  新 農林部会長代理 

 伊東 良孝 水産部会長 

＜参加者＞ 

藤縄 喜和 委 員 長（鳥取県議会議長） 

 中嶋 年規 副委員長（三重県議会議長） 

 外薗 勝蔵 副委員長（鹿児島県議会議長） 

 

20 元.８.５ 都道府県議会制度研究会（第４回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第４回）を開催し、前回に引

き続き、２名の委員からの発表を聴取し、意見交換を行った。 

＜内容及び発表者＞（発表順） 

「『議会の成果主義』をめぐって－議会像・議員像の更新は可能

か」 

土山希美枝 委員（龍谷大学教授） 

 「地方議会改革の方向性」 

人羅  格 委員（毎日新聞社論説委員） 

 

21 元.８.20 国土交通委員会、第 163回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

防災・減災対策、国土強靱化の充実強化、道路の整備促進 等 

＜要請先＞（順不同） 

・内閣官房 

 山本 順三 国土強靱化担当大臣 

・国土交通省 

 工藤 彰三 国土交通大臣政務官 

・自由民主党 

 簗  和生 国土交通部会長代理 

 岩田 和親 国土交通部会長代理 

＜参加者＞ 

 早川 尚秀 委 員 長（栃木県議会議長） 

 中村 芳信 副委員長（島根県議会議長） 

 浜田 知昭 副委員長（代理）（兵庫県議会副議長） 
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22 元.８.21 新任議員研修会を開催 

東京・砂防会館において、新任議員研修会を約 430 名の都道府

県議会議員等の参加を得て開催した。 

本研修会は、新たに議員となった者を中心として、地方議会の

基礎的な制度と運営について学ぶとともに、地方行財政を取り巻

く諸課題など議員の職務遂行に必要な共通知識を深めるために開

催したものである。 

研修では、以下の講演を聴取するとともに、意見交換を行った。 

＜講演＞ 

（１）「二元代表制論を超えて」 

 講師 金井 利之 東京大学大学院法学政治学研究科教授 

（２）「日本の地方財政と近年の地方税制改革」 

講師 関口 智 立教大学大学院経済学研究科教授 

（３）「議会の仕組みと運営」 

講師 内田 一夫 元全国都道府県議会議長会事務局次長 

 

23 元.８.28 田中会長、自由民主党「総務部会関係合同会議」に出席 

田中英夫 会長（京都府議会議長）をはじめ、地方六団体の代表

は、自由民主党「総務部会関係合同会議」に出席した。 

本会からは、「第 163 回定例総会議決事項」を提出するととも

に、地方六団体からは、「自由民主党総務部会関係合同会議 主要

要望項目」を提出し、代表して上田清司 全国知事会会長（埼玉県

知事）より、地方の安定的な財政運営に必要な地方交付税等の一

般財源総額の確保・充実等について要望した。 

＜地方六団体出席者＞ 

上田 清司 全国知事会会長（埼玉県知事） 

田中 英夫 全国都道府県議会議長会会長（京都府議会議長） 

立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

24 元.８.28 三議長会会長、要請活動を実施 

 令和元年９月にとりまとめられる予定の自民党総務部会・地方

議会の課題に関するPT報告書に厚生年金への地方議会議員の加入

について提言として盛り込んでいただきたい旨お願いするととも

に、併せて同制度の早期成立の実現方について面談要請を実施し

た。 

＜要請先＞(順不同) 

 あかま二郎 総務部会長 

 坂本 哲志 総務部会・地方議会の課題に関する PT座長 

＜参加者＞ 

 田中 英夫 全国都道府県議会議長会会長（京都府議会議長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

(全国市議会議長会会長は都合により欠席のため事務総長が代理) 

 

25 元.８.30 吉田福島県議会議長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研

究会（第２回）」に出席 

吉田栄光 福島県議会議長が、総務省「地方議会・議員のあり方

に関する研究会（第２回）」に出席した。 

研究会は、全国市議会議長会・同指定都市協議会及び全国町村

議会議長会から発表が行われた後、意見交換を行った。 

吉田福島県議会議長からは、発表の内容は、本研究会で必要な

事項として検討し、地方制度調査会に報告する必要があると考え

る旨発言した。 

 

26 元.９.２ 

～３ 

経済産業委員会、福島県において現地視察を実施 

 ２日に視察した福島県環境創造センター（所長：角山茂章氏）に

おいては、原子力災害からの環境の回復に向けた調査研究・モニ

タリングの状況等の説明を聴取しながら、センター施設内を見学

した。 

 ３日に視察した東京電力福島第一原子力発電所（福島復興本社

代表：大倉誠氏、福島第一廃炉推進カンパニープレジデント兼 CDO：

小野明氏）においては、原発事故当時の状況や廃炉作業の進捗状

況等の説明を聴取しながら、発電所内を見学した。 

 ２日間の視察を通して、委員間で経済産業行政のエネルギー政

策に関する課題への認識を深めた。 

＜参加者＞ 

吉田 栄光 委 員 長（福島県議会議長） 

神野 博史 副委員長（愛知県議会議長） 

早川 尚秀 委  員（栃木県議会議長） 

大柴 邦彦 委  員（山梨県議会議長） 

小川 恒雄 委  員（岐阜県議会議長） 

粒谷 友示 委  員（奈良県議会議長） 

新里 米吉 委  員（沖縄県議会議長） 

福田 俊史 委  員（代理）（鳥取県議会副議長） 

土居 昌弘 委  員（代理）（大分県議会副議長） 

 

27 元.９.10 役員会 

 総務省の開出英之 自治税務局長から、「令和２年度税制改正の

課題について」と題する説明を聴取した後、「令和２年度税制改正

に関する提言」及び「厚生年金への地方議会議員の加入に向けた

活動方針」を決定した。  

 

28 元.９.13 都道府県議会制度研究会（第５回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第５回）を開催し、前回に引

き続き、２名の委員からの発表を聴取し、意見交換を行った。 

＜内容及び発表者＞（発表順） 
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「新しい政治参加と新福祉・成長ミックス」 

眞柄 秀子 委員（早稲田大学教授） 

 「住民の議会改革への関心はなぜ低いか－首長制と代議制」 

中邨  章 委員（明治大学名誉教授） 

 

29 元.10.10 都道府県議会制度研究会（第６回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第６回）を開催し、11月 15

日開催の総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会（第３

回）」において、本会から意見発表する資料内容について事務局よ

り説明の後、意見交換を行った。 

意見交換では、住民の理解・関心を得るための方策、住民が立候

補しやすく活動をサポートするための環境整備、議会の機能強化

等に係る具体的内容について意見が出された。 

 

30 元.10.15 令和元年度都道府県議会議員及び市区町村議会議員総務大臣感謝

状贈呈式 

 東京・ホテルルポール麹町において挙行された。 

これは、地方議会議員として 35 年以上在職し、地方自治の発展

に功労があった者に対して、総務大臣から感謝状が贈呈されるも

ので、令和元年度は地方議会議員 48 名（うち本会関係２名）に贈

呈された。 

式典では、高市早苗 総務大臣の代理として出席した長谷川岳 

総務副大臣が式辞を述べた後、同副大臣から出席議員の代表者に

それぞれ感謝状と記念品が授与された。 

 また、田中英夫 本会会長（京都府議会議長）が来賓として出席

した。 

 

31 元.10.15 田中会長、厚生年金への地方議会議員の加入について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

・厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備の早期実現に

ついて 

＜要請先＞（順不同） 

 石田 真敏 前総務大臣 

 坂本 哲志 前総務部会・地方議会の課題に関する PT座長 

 中根 一幸 総務部会長 

 金子万寿夫 衆議院議員 

 

32 元.10.16 各委員会 

５つの委員会を開催し、以下のとおり関係府省から説明を聴く

とともに、「令和２年度政府予算編成に関する提言案」を審査し

た。 

 

地方自治委員会 
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＜聴取内容＞ 地方創生の現状と展望について 

＜説 明 者＞ 多田 健一郎 内閣官房まち・ひと・しごと創生

本部事務局地方創生総括官補 

＜提言案項目＞「地方創生、地方分権改革の推進について」等 

12件 

 

社会文教委員会 

＜聴取内容＞ 子供の貧困対策について 

＜説 明 者＞ 藤原 朋子 内閣府大臣官房審議官 

＜提言案項目＞「児童虐待防止対策の充実強化について」等９件 

 

経済産業委員会 

＜聴取内容＞ 経済産業政策の重点について 

＜説 明 者＞ 畠山 陽二郎 経済産業省大臣官房総務課長 

＜提言案項目＞「総合的な経済対策について」等７件 

 

国土交通委員会 

＜聴取内容＞ 観光政策をめぐる現状と課題について 

＜説 明 者＞ 髙橋 一郎 観光庁次長 

＜提言案項目＞「防災・減災対策、国土強靱化の充実強化につい

て」等７件 

 

農林水産環境委員会 

＜聴取内容＞ 豚コレラ及びアフリカ豚コレラ対策について 

＜説 明 者＞ 小倉 弘明 農林水産省大臣官房審議官 

＜提言案項目＞「国際貿易交渉を踏まえた農林水産業の振興につ

いて」等６件 

 

33 元.10.17 役員会 

まず、第 164 回定例総会の開催ブロックの理事である岐阜県議

会の小川恒雄 議長が歓迎の挨拶を述べました。 

続いて、（１）令和元年台風第 15 号、第 19 号による災害に関

する決議、（２）第 164回定例総会の提出議案、（３）第 164回定

例総会の日程及び議事運営等、（４）定例総会議決事項の推進方

法、（５）令和２年度本会行事計画、(６）令和２年度予算大綱、

（７）総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会」への提言

について協議、決定した。 

なお、令和元年台風第 15 号、第 19 号による災害に関する決議

については、同日、関係省庁及び全国会議員に送達した。 

 

34 元.10.22 各都道府県議会議長、即位礼正殿の儀に参列 

 皇居・宮殿において、即位礼正殿の儀が行われ、各都道府県議会

議長が参列した。 

 なお、儀式には安倍晋三 内閣総理大臣をはじめとする三権の

長、外国元首・祝賀特使、衆参両院の国会議員、各界代表など約
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

2000名が参列した。 

 

35 元.10.25 

.29 

各都道府県議会議長、饗宴の儀に参列 

 皇居・宮殿において、饗宴の儀が行われ、各都道府県議会議長が

参列した。 

 なお、25 日の饗宴の儀には地方六団体代表、安倍内閣総理大臣

をはじめとする三権の長等が参列し、29 日の饗宴の儀には各都道

府県議会議長、衆参両院の国会議員等が参列した。 

 

36 元.10.25 田中会長、「第 32次地方制度調査会第４回総会」に出席 

田中英夫 会長（京都府議会議長）が、「第 32次地方制度調査会

第４回総会」に出席した。 

 総会では、「市町村の合併についての今後の対応方策に関する

答申（案）」について協議・決定がされた。 

田中会長からは、次のとおり意見を述べた。  

・「市町村の合併の特例に関する法律」の期限延長は、自らの判

断で合併しようとする市町村が対象であることを十分説明す

ること 

・累次の本調査会において、三議長会からの要望等を踏まえ、検

討が継続している地方議会に関係する事項（地方議会議員の

位置付けの明確化、議長への議会招集権の付与、契約の締結等

に係る議決権の拡大、予算修正権の制約の見直し）についても

議論を進めること 

 

37 元.10.31 第 164回定例総会 

福井県において開催した。総会の主な経過概要は以下のとおり

である。 

１ 地元福井県の田中宏典 議長、田中英夫 会長のあいさつの後、

杉本達治 福井県知事、佐々木康男 あわら市長が歓迎のあいさ

つを述べた。 

２ 次に、安倍晋三 内閣総理大臣のメッセージを福村章 石川県

議会議長が披露、高市早苗 総務大臣の祝辞を佐々木浩 総務省

自治大学校長が代読した後、衆・参両院議長の祝電を披露した。 

３ 次に、自治功労者の表彰に移り、在職 30年以上の永年勤続功

労議員４名を表彰し、鈴木利幸 静岡県議会議長など在職 10～25

年以上の永年勤続功労議員 48名を表彰した。 

４ 次に、新任正副議長の紹介に続いて、総会議長に田中福井県

議会議長を選任し、議事に入り、役員会提出の「地方税財源の充

実確保に関する決議」、「東京電力福島第一原子力発電所事故対

策に関する決議」、「厚生年金への地方議会議員の加入に関する

決議」を決定するとともに、各委員会の委員長報告の後、「令和

２年度政府予算編成に関する提言」を決定した。 

５ その後、明年秋に開催予定の第 167 回定例総会を中国ブロッ

クの広島県において開催することを決定し、これを受けて、中

本隆志 広島県議会議長があいさつを述べた。 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

６ また、相沢光哉 宮城県議会議長、阿井伸也 千葉県議会議長、

清沢英男 長野県議会議長から台風第 19 号等に対する支援への

御礼の発言があり、佐久間弘元 福島県議会事務局長が吉田栄光 

福島県議会議長からの台風第19号に対する支援への御礼のメッ

セージを披露した。 

７ また、藤田聡 東京都議会議会局管理部長が石川良一 東京都

議会議長からの東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成

を図りたい旨のメッセージを披露した。 

８  以上で総会の議事が終了し、最後に田中 福井県議会議長が

開催地としての御礼あいさつを述べ、閉会した。 

７ 引き続き、TSUGI 代表の新山直広氏から「ものづくり ひとづ

くり まちづくり」‐地域資源を活かした魅力づくり‐と題する

講演を聴取した。 

 

38 元.10.31 令和元年台風第 19号及び前線による大雨災害に対する見舞金を伝

達 

田中英夫会長（京都府議会議長）が、令和元年台風第 19号及び

前線による大雨災害により人的被害を受けた宮城県、千葉県、福

島県への見舞金を、相沢光哉 宮城県議会議長、阿井伸也 千葉県

議会議長、佐久間弘元 福島県議会事務局長に伝達した。 

 

39 元.10.31 大山理事、「国と地方の協議の場（令和元年度第２回）」に出席 

大山一郎 理事（香川県議会議長）をはじめ、地方六団体の代表

は、総理大臣官邸で開催された「国と地方の協議の場（令和元年度

第２回）」に出席した。 

 会議においては、地方創生及び地方分権改革の推進について、

地方六団体から、「地方創生及び地方分権改革の推進等について」

を提出し、これに対する対応を求めるとともに、関係閣僚と意見

交換を行った。 

大山理事からは、農業分野での通年雇用創出のための取組への

支援、ネット・ゲーム依存症対策の推進及び厚生年金への地方議

会議員の加入とともに、台風 19号等の災害及び首里城火災への必

要な支援について要請した。 

＜協議事項＞ 

地方創生及び地方分権改革の推進について 

＜政府出席者＞ 

安倍 晋三 内閣総理大臣 

 麻生 太郎 副総理・財務大臣 

 菅  義偉 内閣官房長官 

 高市 早苗 総務大臣 

 北村 誠吾 内閣府特命担当大臣（地方創生） 

 加藤 勝信 厚生労働大臣 

 武田 良太 内閣府特命担当大臣（防災） 

＜地方六団体出席者＞ 

飯泉 嘉門 全国知事会会長（徳島県知事） 

-18-



№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

 大山 一郎 全国都道府県議会議長会理事（香川県議会議長） 

 立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

 野尻 哲雄 全国市議会議長会会長（大分県大分市議会議長） 

 荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

40 元.11.５ 国土交通委員会及び農林水産環境委員会、第 164 回定例総会議決

事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

国土交通委員会 

＜要請事項＞ 

防災・減災対策、国土強靱化の充実強化、道路の整備促進 等 

＜要請先＞（順不同） 

・内閣官房 

 武田 良太 国土強靱化担当大臣 

・国土交通省 

 青木 一彦 国土交通副大臣 

・自由民主党 

 黄川田仁志 国土交通部会長代理 

 滝沢  求 国土交通部会長代理 

 簗  和生 国土交通部会副部会長 

＜参加者＞ 

早川 尚秀 委 員 長（栃木県議会議長） 

 中村 芳信 副委員長（島根県議会議長） 

 阿井 伸也 委  員（千葉県議会議長） 

 

農林水産環境委員会 

＜要請事項＞ 

国際貿易交渉を踏まえた農林水産業の振興、食の安全・安心を

確保する制度の拡充強化、水産業政策の推進、環境政策の推進 

等 

＜要請先＞（順不同） 

・農林水産省 

 江藤  拓 農林水産大臣 

・環境省 

 小泉進次郎 環境大臣 

・自由民主党 

 根本 幸典 農林部会長代理 

 舞立 昇治 水産部会長代理 

 とかしきなおみ 環境部会長 

 高橋ひなこ 環境部会長代理 

＜参加者＞ 

藤縄 喜和 委 員 長（鳥取県議会議長） 

 関根 敏伸 副委員長（岩手県議会議長） 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

 中嶋 年規 副委員長（三重県議会議長） 

 外薗 勝蔵 副委員長（鹿児島県議会議長） 

 桃崎 峰人 委  員（佐賀県議会議長） 

 

41 元.11.７ 大柴副会長、自由民主党「予算・税制等に関する政策懇談会」に出

席 

大柴邦彦 副会長（山梨県議会議長）をはじめ、地方六団体の代

表は、自由民主党「予算・税制等に関する政策懇談会」に出席し

た。 

 会議では、令和２年度予算・税制・一般政策について、地方六団

体等から要請を行うとともに、関係国会議員との意見交換が行っ

た。  

 本会からは、「令和元年台風第 19 号等による災害に関する決

議」、「令和２年度税制改正に関する提言」及び「第 164回定例総

会議決事項」を提出し、台風 19号等の被害に対する補正予算の早

期編成、電気、ガス供給業などに対する収入金額課税の現行制度

の堅持、厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備の早期

実現などを要請した。 

＜地方六団体出席者＞ 

石井 隆一 全国知事会地方税財政常任委員長（富山県知事） 

 大柴 邦彦 全国都道府県議会議長会副会長 

（山梨県議会議長） 

 鈴木 和夫 全国市長会副会長（福島県白河市長） 

 江上 隆行 全国市議会議長会地方財政委員会委員長 

（福岡県福津市議会議長） 

 岩田 利雄 全国町村会副会長（千葉県東庄町長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

42 元.11.８ 地方自治委員会、第 164回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

地方創生、地方税財源の充実強化 等 

＜要請先＞（順不同） 

・総務省 

 斎藤 洋明 総務大臣政務官 

・自由民主党 

 中根 一幸 総務部会長 

 甘利  明 税制調査会長 

 塩崎 恭久 税制調査会副会長 

＜参加者＞ 

 田中 宏典 委 員 長（福井県議会議長） 

 桑名 龍吾 副委員長（高知県議会議長） 

 鈴木  孝 副委員長（代理）（山形県議会副議長） 
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43 元.11.12 第 19回都道府県議会議員研究交流大会 

東京・都市センターホテルにおいて、第 19回都道府県議会議員

研究交流大会を約 460 名の都道府県議会議員の参加を得て開催し

た。 

本大会は、「都道府県議会議員が一堂に会し、共通する政策課題

等についての情報や意見の交換を行うとともに、大会参加を通じ

て議員間の一層の連携を深め、もって地方分権の時代に即応した

議会機能の充実と活力に満ちた地域づくりに資すること」を目的

に、平成 13年度から、総務省の後援のもと開催している。 

大会では、田中英夫 会長が主催者を代表してあいさつを述べた

後、講演を聴取するとともに、５つの分科会に分かれ意見交換を

行った。 

講演及び各分科会の概要は次のとおりである。 

 

＜講演＞「新時代における地方議会のあり方」 

講師  大山 礼子 駒澤大学法学部教授 

 

＜第１分科会＞「議会の透明性の確保」 

議会基本条例による議会運営の可視化、審議過程の公開や情報

発信などの取組みを踏まえ、議会や議員活動の更なる透明性向上

のための課題や説明責任について考える。 

コーディネイター 

金井 利之 東京大学大学院法学政治学研究科教授 

パネリスト 

伊沢 勝徳 茨城県議会議員 

 浜田 一哉 鳥取県議会議員 

 

＜第２分科会＞「政策立案機能の強化」 

議会からの政策提案の強化が求められ、議員や委員会の条例発

議が活発化しているが、その事例紹介を踏まえ、今後の政策立案

機能強化の手法や課題について考える。 

コーディネイター 

 谷口 尚子 慶應義塾大学大学院准教授 

パネリスト 

 樋口 明 福岡県議会議員 

 田村 実 埼玉県議会議員 

 

＜第３分科会＞「行政監視機能の強化」 

首長と議会が向き合う二元代表制において、議会がどのような

監視機能を果たすべきか、果たしうるか、チェック機能のあり方

と具体的手法について考える。 

コーディネイター 

勢一 智子 西南学院大学法学部教授 

パネリスト 

ふくし山 ノブスケ 鹿児島県議会議員 
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 西内 健 高知県議会議員 

 

＜第４分科会＞「住民との関係強化」 

民意の的確な反映・住民参加の拡充が求められており、住民と

の関係強化に向けた具体的取組を踏まえ、住民代表機能強化の方

法について考える。 

コーディネイター 

江藤 俊昭 山梨学院大学大学院・法学部教授 

パネリスト 

荒井 武志 長野県議会副議長 

 竹村 健  滋賀県議会議員 

 

＜第５分科会＞「外国人観光客の増加と広域観光」 

外国人観光客の急増、来年の東京オリンピック開催を踏まえ、

広域観光振興や観光による地方創生の事例研究を行い、観光にお

ける広域連携のあり方や議会の果たす役割について考える。 

コーディネイター 

 村橋 克則 大正大学地域構想研究所教授 

パネリスト 

 緒方 直之 広島県議会議員 

東 豊 三重県議会議員 

 

44 元.11.13 役員会、第 164回定例総会議決事項「令和元年台風第 19号等によ

る災害に関する決議」等について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

・令和元年台風第 19号等による災害に関する決議 

・地方税財源の充実確保に関する決議 

・東京電力福島第一原子力発電所事故対策に関する決議 

・厚生年金への地方議会議員の加入に関する決議 

・令和２年度政府予算編成に関する提言 

・令和２年度税制改正に関する提言（公明党のみ提出） 

＜要請先＞(順不同) 

・内閣官房 

 菅  義偉 内閣官房長官 

 西村 明宏 内閣官房副長官 

 杉田 和博 内閣官房副長官 

 岡田 直樹 内閣官房副長官（秘書官に要請書を提出） 

・自由民主党 

 山口 泰明 組織運動本部長 

 金子原二郎 地方行政調査会長 

・公明党 

 石井 啓一 幹事長代行 

 石田 祝稔 政務調査会長 

 西田 実仁 税制調査会長 
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江田 康幸 熊本県本部顧問 

國重  徹 総務部会長 

佐藤 英道 北海道本部代表代行 

太田 昌孝 地方議会局長 

宮崎  勝 「令和元年・台風 19号」対策本部事務局長 

 竹内  譲 衆議院議員 

＜参加者＞ 

田中 英夫 会 長（京都府議会議長） 

村田 憲俊 副会長（北海道議会議長） 

加藤 鉱一 副会長（秋田県議会議長） 

大柴 邦彦 副会長（山梨県議会議長） 

中川 忠昭 副会長（富山県議会議長） 

粒谷 友示 副会長（奈良県議会議長） 

井手 順雄 副会長（熊本県議会議長） 

児玉  浩 副会長（代理）（広島県議会副議長） 

南  恒生 副会長（代理）（徳島県議会副議長） 

45 元.11.14 地方議会活性化シンポジウム 2019を開催 

本会をはじめとする議会三団体は、総務省との共催により、シ

ェラトン都ホテル東京において、地方議会活性化シンポジウム

2019を開催した。 

本会関係者は、126名（議員 95名（副議長５名含む）、職員 31

名）が参加した。 

シンポジウム終了後に開催された交流会において、本会を代表

して二之湯真士 京都府議会副議長が挨拶した。 

46 元.11.14 三議長会、厚生年金への地方議会議員の加入を求める全国大会を

開催 

 「厚生年金への地方議会議員の加入を求める全国大会」を開催

し、「厚生年金への地方議会議員の早期加入を求める全国大会決

議」を採択した。 

同大会には、各政党代表者が来賓として出席し、挨拶を賜るな

ど盛会のうちに閉会した。 

＜出席の各政党代表者＞(挨拶順) 

・自由民主党

坂本 哲志 総務部会地方議会の課題に関するＰＴ座長 

・公 明 党

桝屋 敬悟 政務調査会長代理 

・立憲民主党

高井 崇志 総務部会長 

・国民民主党

森本 真治 総務部門長 

・日本共産党
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47 元.11.14 三議長会会長、厚生年金への地方議会議員の加入を求める全国大

会決議について要請 

厚生年金への地方議会議員の加入を求める全国大会終了後、以

下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請先＞(順不同) 

・自由民主党 

 鈴木 俊一 総務会長 

 岸田 文雄 政務調査会長 

・公明党 

 石田 祝稔 政務調査会長 

＜不在のため秘書官対応＞(順不同) 

・自由民主党 

 二階 俊博 幹事長 

 山口 泰明 組織運動本部長 

 中根 一幸 総務部会長 

・公明党 

 井上 義久 副代表 

 斉藤 鉄夫 幹事長 

＜参加者＞ 

 田中 英夫 全国都道府県議会議長会会長（京都府議会議長） 

 野尻 哲雄 全国市議会議長会会長（大分県大分市議会議長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

48 元.11.14 経済産業委員会、第 164回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

総合的な経済対策、地域の産業振興、中小企業・小規模事業者支

援の充実強化 等 

＜要請先＞（順不同） 

・経済産業省 

 中野 洋昌 経済産業大臣政務官 

・自由民主党 

 根本  匠 中小企業・小規模事業者政策調査会長 

 松下 新平 財務金融部会長 

 星野 剛士 経済産業部会副部会長 

＜参加者＞ 

吉田 栄光 委 員 長（福島県議会議長） 

 西田 洋一 副委員長（愛媛県議会議長） 

 麻生 栄作 委  員（大分県議会議長） 

 

49 元.11.15 吉田福島県議会議長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研

究会（第３回）」に出席 

吉田栄光 福島県議会議長が、総務省「地方議会・議員のあり方

に関する研究会（第３回）」に出席した。 
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研究会は、吉田議長が意見発表を行ったほか、前日（11月 14日）

に開催された「地方議会活性化シンポジウム 2019」の基調講演者

である河村和徳 構成員（東北大学大学院准教授）及びパネルデ

ィスカッションのコーディネーターである只野雅人 座長（一橋

大学大学院教授）から当日の経過報告が行われ、意見交換した。 

吉田議長からは、次の内容について意見発表した。 

 ○地方議会議員の実態 

○地方議会・議員の現状と課題 

○課題への対応 

  ・住民の理解・関心を高めるための方策 

  ・立候補しやすく、活動をサポートするための環境整備 

  ・議会の機能強化を図るための方策 

○厚生年金への地方議会議員の加入 

○議員定数 

 

50 元.11.15 田中地方自治委員会委員長、全国過疎地域自立促進連盟「第 50回

定期総会」の総会議長を務める 

田中宏典 地方自治委員会委員長（福井県議会議長）が、東京・

メルパルクホールで開催された全国過疎地域自立促進連盟（会長：

三村申吾 青森県知事）の「第 50回定期総会」において、総会議長

を務めた。 

総会では、令和２年度過疎対策関係政府予算・施策に関する決議・

要望などが決定した。 

 

51 元.11.18 井手副会長、「まち・ひと・しごと創生担当大臣との意見交換会

（第 12回）」に出席 

井手順雄 副会長（熊本県議会議長）をはじめ、地方六団体の代

表は、「まち・ひと・しごと創生担当大臣との意見交換会（第 12

回）」に出席した。 

 同会合においては、内閣官房から、第２期「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」、令和２年度予算概算要求及び税制改正要望につ

いて説明の後、意見交換が行われた。 

 本会からは、令和元年台風第 19 号等の被災地の一日も早い復

旧・復興のための補正予算の早期成立、第２期における地方創生

推進交付金をはじめとした地方創生版三本の矢の拡充等について

要請した。 

＜政府出席者＞ 

北村 誠吾 まち・ひと・しごと創生担当大臣 

大塚  拓 内閣府副大臣 

藤原  崇 内閣府大臣政務官 

＜地方六団体出席者＞ 

飯泉 嘉門 全国知事会会長（徳島県知事） 

 井手 順雄 全国都道府県議会議長会副会長 

（熊本県議会議長） 

 立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 
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 野尻 哲雄 全国市議会議長会会長（大分県大分市議会議長） 

 荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

52 元.11.20 都道府県議会制度研究会（第７回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第７回）を開催し、都道府県

議会と市町村議会、報告書に向けた論点整理（素案）について事務

局から説明し、意見交換を行った。 

意見交換においては、都道府県議会・議員の位置付け・機能、住

民との関係等について検討が行われた。 

また、11月 15日に開催された総務省「地方議会・議員のあり方

に関する研究会（第３回）」の会議概要について、事務局から報告

を行った。 

 

53 元.11.20 社会文教委員会、第 164回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

少子化対策・子育て支援の推進、医療提供体制の整備、教育体制

の充実 等 

＜要請先＞（順不同） 

・内閣府 

 藤原  崇 内閣府大臣政務官 ※少子化対策について要請 

・文部科学省 

 佐々木さやか 文部科学大臣政務官 

・厚生労働省 

 橋本  岳 厚生労働副大臣 

・自由民主党 

 武井 俊輔 文部科学部会長代理 

 大岡 敏孝 厚生労働部会長代理 

＜参加者＞ 

丸山裕次郎 委 員 長（宮崎県議会議長） 

 岩村 良一 副委員長（新潟県議会議長） 

 生田 邦夫 副委員長（滋賀県議会議長） 

 

54 元.11.28 岩村社会文教委員会副委員長、「国保制度改善強化全国大会」に出

席 

岩村良一 社会文教委員会副委員長（新潟県議会議長）が、東京・ 

ニッショーホール（日本消防会館）で開催された「国保制度改善強

化全国大会」（大会会長：岡﨑誠也 国民健康保険中央会会長（高

知県高知市長））に出席し、閉会の辞を述べた。 

 

55 元.12.11 加藤副会長、「国と地方の協議の場（令和元年度第３回）」に出席 

加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）をはじめ、地方六団体の代

-26-



№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

表は、総理大臣官邸で開催された「国と地方の協議の場（令和元年

度第３回）」に出席した。 

 会議においては、令和２年度予算編成及び地方財政対策につい

て、地方六団体から、「令和２年度予算編成及び地方財政対策につ

いて」を提出し、これに対する対応を求めるとともに、関係閣僚と

意見交換を行った。 

加藤副会長から、①地方創生の推進等のため各自治体で一般財

源が十分に確保される、きめ細かい財政政策、②地方の人口社会

減の抑制に向けた取組への支援、③国土強靱化の推進、④厚生年

金への地方議会議員の加入について要請した。 

＜協議事項＞ 

令和２年度予算編成及び地方財政対策について 

＜政府出席者＞ 

安倍 晋三 内閣総理大臣 

麻生 太郎 副総理・財務大臣 

菅  義偉 内閣官房長官 

高市 早苗 総務大臣 

加藤 勝信 厚生労働大臣 

武田 良太 内閣府特命担当大臣（防災） 

大塚  拓 内閣府副大臣（地方創生・代理人） 

宮下 一郎 内閣府副大臣（経済財政政策・代理人） 

＜地方六団体出席者＞ 

飯泉 嘉門 全国知事会会長（徳島県知事） 

加藤 鉱一 全国都道府県議会議長会副会長 

（秋田県議会議長） 

立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

野尻 哲雄 全国市議会議長会会長（大分県大分市議会議長） 

荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 

56 元.12.12 加藤副会長、自由民主党「総務部会関連・消防議員連盟 合同会

議」に出席 

 加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）をはじめ、地方六団体の代

表は、自由民主党「総務部会関連・消防議員連盟 合同会議」に出

席した。 

 会議においては、令和２年度予算編成及び地方財政対策大臣折

衝に向けて、地方六団体から「令和２年度予算編成及び地方財政

対策について」を提出し、地方一般財源総額と地方交付税総額の

確保、地方創生の推進に向けた財源の充実及び防災・減災対策の

推進等について要請した。 

＜地方六団体出席者＞ 

加藤 鉱一 全国都道府県議会議長会副会長 

（秋田県議会議長） 

 牧野 光朗 全国市長会副会長（長野県飯田市長） 
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 渡辺進二郎 全国市議会議長会副会長 

（東京都調布市議会議長） 

 岩田 利雄 全国町村会副会長（千葉県東庄町長） 

 松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

 古尾谷光男 全国知事会事務総長 

 

57 元.12.12 加藤副会長、第５回防災推進国民会議に出席 

加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）が、総理大臣官邸において

開催された「第５回防災推進国民会議」に出席した。 

会議では、防災推進国民会議のこれまでの活動を振り返るととも

に、今後の活動方針について決定した。 

 

58 元.12.19 都道府県議会制度研究会（第８回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第８回）を開催し、報告書の

作成に向け、これまでの委員からの発表を踏まえた論点整理（案）

について事務局から説明し、意見交換を行った。 

意見交換においては、都道府県議会・議員の位置付けや住民と

の関係、都道府県議会議員選挙における無投票当選の増加への対

応等について検討が行われた。 

また、（一財）自治体国際化協会を通じて行った、外国の議会制

度に係る調査結果について、事務局から報告を行った。 

 

59 元.12.20 地方六団体、「令和２年度地方財政対策等についての共同声明」を

発表 

本会など地方六団体は、令和２年度地方財政対策を踏まえた令

和２年度予算案が閣議決定されたことを受け、「令和２年度地方

財政対策等についての共同声明」を発表した。 

 

60 ２.１.16 都道府県議会制度研究会（第９回）を開催し、山梨県議会を調査 

本会は、都道府県議会制度研究会（第９回）を開催し、山梨県議

会を調査した。調査は、山梨県議会議員との意見交換を行うとと

もに、本会議場、図書室の視察を行った。 

意見交換は、中邨章 研究会座長（明治大学名誉教授）及び大柴

邦彦 山梨県議会議長の挨拶等の後、研究会委員の質問に、山梨

県議会議員が回答する形で行われた。 

質問では、県議会と市町村議会との役割の違い、県議会におけ

る政党政治の必要性、公営選挙のあり方等が項目として挙がった。 

＜山梨県議会出席者＞（順不同） 

大柴 邦彦 議長 

遠藤  浩 副議長 

桜本 広樹 議員 

望月 利樹 議員 

永井  学 議員 
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清水喜美男 議員 

渡辺 淳也 議員 

臼井 友基 議員 

 

61 ２.１.29 

 

役員会 

後刻開催する第 165 回定例総会の日程及び運営、同総会への提

出議案について協議した。 

また、合区解消に関する地方自治委員会の要請活動、厚生年金

への地方議会議員の加入、地方議会・議員に関する研究会（総務省

研究会、本会研究会）の最近の動向について報告した。 

 

62 ２.１.29 

 

第 165回定例総会 

 東京・都道府県会館において開催した。総会の主な経過概要は

以下のとおりである。 

１ 田中英夫 会長（京都府議会議長）のあいさつに続いて、来賓

の斎藤洋明 総務大臣政務官が高市早苗 総務大臣の代理とし

て出席しあいさつした。 

２ 次に、新任議長を紹介した後、第 164 回定例総会（令和元年

10 月 31 日）の開催県である福井県議会の田中宏典議長が御礼

のあいさつを述べた。 

３ その後、議事に入り、令和 2 年度本会予算について、審議・決

定した。 

４ また、石川光次郎 宮城県議会議長、太田光秋 福島県議会議長、

清沢英男 長野県議会議長から台風第 19 号に対する支援への御

礼の発言があった。 

５  続いて、総務省の黒田武一郎 事務次官から、「地方行財政の

課題」と題する講演を聴取した。 

６  最後に、石川良一 東京都議会議長からから昨年 11 月 14 日

開催の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたシ

ンポジウムへの参加に対する御礼並びに同大会の開催に向けて

更なる協力をお願いしたい旨の発言があり、閉会した。 

 

63 ２.１.30 地方自治委員会、第 164回定例総会議決事項について要請 

以下のとおり要請活動を実施した。 

＜要請事項＞ 

参議院議員選挙における合区の早期解消について 

＜要請先＞（順不同） 

・自由民主党 

 稲田 朋美 幹事長代行 

 細田 博之 選挙制度改革問題統括本部長 

 関口 昌一 参議院自由民主党参議院議員会長 

 世耕 弘成 参議院自由民主党幹事長 

・公明党 

 西田 実仁 参議院公明党議員団会長 

 谷合 正明 参議院公明党幹事長 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

・立憲民主党 

 逢坂 誠二 政務調査会長 

・国民民主党 

 古川 元久 代表代行 

・日本共産党 

 井上 哲士 参議院国会対策委員長 

＜参加者＞ 

田中 宏典 委員長（福井県議会議長） 

 金澤 忠一 副委員長（山形県議会議長） 

 清沢 英男 副委員長（長野県議会議長） 

 桑名 龍吾 副委員長（高知県議会議長） 

 藤縄 喜和 鳥取県議会議長 

 中村 芳信 島根県議会議長 

 南  恒生 徳島県議会副議長 

 

64 ２.１.31 加藤副会長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会（第

４回）」に出席 

加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）が、総務省「地方議会・議

員のあり方に関する研究会（第４回）」に出席した。 

加藤副会長は、第４回の研究会から新たに本会を代表し、構成

員に就任した。 

研究会では、事務局から「地方議会・議員のあり方に関する論点

整理と検討の方向性（案）」等が説明され、意見交換が行われた。 

加藤副会長からは、次の内容について発言した。 

○都道府県議会議員選挙における無投票当選の増加 

〇地方議会・議員の役割の明確化 

〇議会の機能等の強化 

〇地方議会議員の厚生年金への加入 

〇議員報酬 

〇選挙制度 

 

65 ２.２.７ 令和２年北方領土返還要求全国大会を開催 

本会など地方六団体は、北方領土返還要求運動連絡協議会及び

内閣府との共催により、２月７日の「北方領土の日」に、国立劇場

大劇場において、「令和２年北方領土返還要求全国大会」を開催し

た。 

大会では、安倍晋三 内閣総理大臣、茂木敏充 外務大臣、衛藤晟

一 内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）が挨拶を行った。 

また、各界各層の代表者が発言するとともに、最後にアピール

を採択した。 

本会からは、議長６名、副議長２名、議員 11名、事務局職員７

名、計 26名参加が参加した。 

 

66 ２.２.17 都道府県議会制度研究会（第 10回）を開催 

本会は、都道府県議会制度研究会（第 10回）を開催し、事務局
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容  

から、これまでの議論を踏まえた、報告書（案）について説明し、

意見交換を行った。 

 意見交換では、知事との関係について、議会を議員と知事の討

議の場とすること、再議制度の見直し、専決処分の対象の見直し

等を検討した。 

 また、議会のあり方については、議会の位置付け・権限の法的明

確化、執行機関職員の議会・議員への補佐体制、議会の調査研究・

政策立案を支援するような機構（シンクタンク）の設置等を検討

した。 

 さらに、議員のあり方については、議員の位置付け、職務等の法

的明確化、地方議会議員の厚生年金制度への加入、無投票当選を

解消するための方策等を検討した。 

 

67 ２.２.21 加藤副会長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会（第

５回）」に出席 

加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）が、総務省「地方議会・議

員のあり方に関する研究会（第５回）」に出席した。 

研究会では、事務局から、これまでの議論を踏まえた論点整理

（案）等が説明され、そのうち「当面の対応の考え方について」を

中心に意見交換が行われた。 

加藤副会長からは、地方議員の位置付けの法制化、兼業・請負禁

止の弾力的な運用、選挙活動のための有給休暇制度の導入等につ

いて発言をした。また、小規模議会の議員報酬を適正な水準に引

き上げられるよう、国による積極的な財政措置を求めた。 

論点整理（案）は、研究会での意見を踏まえた修文を只野雅人  

座長（一橋大学大学院教授）に一任するとともに、現在設置されて

いる第32次地方制度調査会の審議事項として提案することを決定

した。 

 

68 ２.３.５ 田中会長、「新型コロナウイルス感染症対策に関する地方六団体

と政府の意見交換」に出席 

田中英夫 会長（京都府議会議長）は、「新型コロナウイルス感

染症対策に関する地方六団体と政府の意見交換」に出席した。 

 同会合においては、政府から総務省、厚生労働省、文部科学省及

び経済産業省の事務次官等が出席し、新型コロナウイルス感染症

への対応について説明があった後、地方六団体代表との意見交換

が行われた。 

 田中会長からは、感染防止のためのマスク・消毒薬等の確保、検

査・治療体制の強化、学校の休校に伴う子どもの安心･安全確保や

保護者・企業の負担軽減、製造業や観光業をはじめとする事業者

への風評被害も含めた支援、民間や地方公共団体が行うイベント

の中止に伴う減収対策などについて要請した。 

 

69 ２.３.10 田中会長、「国と地方の協議の場（令和元年度臨時会合）」に出席 

 田中英夫 会長（京都府議会議長）をはじめ、地方六団体の代表
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

は、総理大臣官邸で開催された「国と地方の協議の場（令和元年度

臨時会合）」に出席した。 

 会議においては、新型コロナウイルス感染症対策について、地

方六団体各代表者が意見を述べるとともに、安倍晋三 内閣総理大

臣をはじめとする関係閣僚と意見交換を行った。 

 田中会長からは、全国知事会等の執行団体の意見には、地域の

事情に最も詳しいと自負している議員の思いも反映されているた

め、地方が現地・現場の課題に柔軟に対応できるよう政府として

十分勘案することを求めた上で、①休校措置に伴い子どもが家庭

で過ごすことが増えるなかでの保護者への支援及び児童虐待・育

児放棄へのきめ細かな対応、②自粛要請等の継続や解除について

の分かりやすい情報発信に併せ、事態終息の見極め及びその後の

対応の国内外への明確な発信について要請した。 

＜協議事項＞ 

新型コロナウイルス感染症対策について 

＜政府出席者＞ 

安倍 晋三 内閣総理大臣 

麻生 太郎 副総理・財務大臣 

菅  義偉 内閣官房長官 

高市 早苗 総務大臣 

北村 誠吾 内閣府特命担当大臣（地方創生） 

萩生田光一 文部科学大臣 

加藤 勝信 厚生労働大臣 

江藤  拓 農林水産大臣 

梶山 弘志 経済産業大臣 

赤羽 一嘉 国土交通大臣 

西村 康稔 経済再生担当大臣 

＜地方六団体出席者＞ 

飯泉 嘉門 全国知事会会長（徳島県知事） 

田中 英夫 全国都道府県議会議長会会長（京都府議会議長） 

立谷 秀清 全国市長会会長（福島県相馬市長） 

渡辺進二郎 全国市議会議長会副会長 

（東京都調布市議会議長） 

荒木 泰臣 全国町村会会長（熊本県嘉島町長） 

松尾 文則 全国町村議会議長会会長 

（佐賀県有田町議会議長） 

70 ２.３.18 

.30 

都道府県議会制度研究会（第 11回）を開催し、報告書を取りまと

め 

本会は、３月 18 日、都道府県議会制度研究会（第 11 回）を開

催し、報告書（案）について意見交換を行った。意見交換を踏まえ

た報告書（案）の修文は、座長一任とされ、３月 30日、報告書を

取りまとめた。 

報告書では、都道府県議会が直面する喫緊の問題として、（１）

地方議会・議員のあり方（二元代表制、処遇、役割と責務）、（２）
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

議会審議のあり方、（３）投票率の低下、（４）無投票当選の増加、

（５）女性議員や若手議員の不足、（６）立候補しづらい環境を挙

げ、それらに対する提言を行った。 

特に（１）の問題に対しては、地方議会・議員の位置付け等の法

制化について、具体的な地方自治法改正条文案を提言した。 

また、（４）の問題に対しては、無投票当選が特に１人区におい

て顕著であることから、その解消のため、選挙区設定に関して、市

と市の合区が弾力的にできるよう提言した。 

さらに、災害時における議会・議員の役割について提言すると

ともに、近時の新型コロナウイルス感染症が拡大する状況におけ

る都道府県議会の対応についても付言した。 

71 ２.３.24 加藤副会長、総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会（第

６回）」に出席 

加藤鉱一 副会長（秋田県議会議長）が、総務省「地方議会・議

員のあり方に関する研究会（第６回）」に出席した。 

研究会は、地方公共団体の首長と議会との基本的な関係、地方

議会に対する住民の理解について、意見交換が行われた。 

加藤副会長からは、都道府県議会制度研究会の報告書について

発言するとともに、議員報酬に係る地方交付税単価引上げへの対

応方、地方議会の権能強化や議員の位置付け等制度改正が必要な

ものの次期地方制度調査会への提言を求めた。 
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（１）会議の開催

№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

１ 平成 31.４.12 参与会 

本会諸会議の運営及び役員の選任方法等について協議した。 

２ 31.４.12 全国都道府県議会事務局長会 

 次の講演を聴取するとともに、事務局から、本会諸会議の運

営等について説明した。 

「皇位継承に伴う式典について」 

  五嶋 青也 皇位継承式典事務局総括参事官 

３ 31.４.24 第 199回全国都道府県議会事務局職員研修会（総務・共済関係、

議事新任関係）を開催 

 次の講演を聴取するとともに、事務局から、総務・共済関係並

びに政務活動費について説明を行った。 

＜全体会＞ 

「議会事務局職員の心構え」 

 高沖 秀宣 三重県地方自治研究センター上席研究員  

＜議事新任関係＞ 

「議会の運営について」（会議規則、委員会条例等） 
内田 一夫 元全国議長会事務局次長 

４ 令和元.５.14 参与会 

役員選任の進め方について協議した。 

５ 元.６.20 参与会 

後刻開催する臨時総会の日程及び運営等について協議した。 

６ 元.７.５ 地方自治委員会及び国土交通委員会正副委員長県事務局長会 

地方自治委員会及び国土交通委員会の正副委員長県事務局長

会を開催し、第 163 回定例総会に提出する議案の原案等につい

て協議した。 

７ 元.７.８ 経済産業委員会及び農林水産環境委員会正副委員長県事務局長

会 

経済産業委員会及び農林水産環境委員会の正副委員長県事務

局長会を開催し、第 163 回定例総会に提出する議案の原案等に

ついて協議した。 

８ 元.７.９ 社会文教委員会正副委員長県事務局長会 

社会文教委員会の正副委員長県事務局長会を開催し、第 163

回定例総会に提出する議案の原案等について協議した。 

９ 元.７.23 参与会 
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№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

 ７月 31日開催予定の第 163回定例総会に提出する議案等につ

いて協議した。 

10 元.８.29 

～30 

第 200 回全国都道府県議会事務局職員研修会（議事事務関係）

を開催 

１日目は講演を聴取し、２日目は国会及び総務省から助言者

を招き、各都道府県提出課題等について研究討議を行った。な

お、講演の演題及び講師は次のとおりである。 

＜演題及び講師＞（講演順） 

「会議原則について」 

  内田 一夫 元本会事務局次長 

「都道府県議会においてどうしたら男女均等を達成できる

か？」 

  三浦 まり 上智大学教授 

「会議録作成の基本と、ありがちな疑問について」 

保田 良春 和歌山県議会事務局議事課主任 

11 元.10.１ 地方自治委員会及び国土交通委員会正副委員長県事務局長会 

地方自治委員会及び国土交通委員会の正副委員長県事務局長

会を開催し、第 164 回定例総会に提出する議案の原案等につい

て協議した。 

12 元.10.４ 社会文教委員会、経済産業委員会及び農林水産環境委員会正副

委員長県事務局長会 

社会文教委員会、経済産業委員会及び農林水産環境委員会の

正副委員長県事務局長会を開催し、第 164 回定例総会に提出す

る議案の原案等について協議した。 

13 元.10.16 参与会 

 10 月 31 日開催予定の第 164 回定例総会に提出する議案等に

ついて協議した。 

14 元.10.29 

～30 

第 201回全国都道府県議会事務局職員研修会（調査事務関係） 

１日目は講演及び事例発表を聴取し、２日目は条例作成につ

いてグループ演習を行った。 

＜１日目 演題及び講師、発表者＞（講演及び発表順） 

（講演） 

「議会事務局職員に求められる政策法務能力」 

浅野 善治 大東文化大学副学長 

（事例発表） 

「国会における議員立法の作成支援について」 

中司 光紀 衆議院法制局第五部第一課長 

「議員提案条例の制定支援～静岡県自転車の安全で適正な

利用の促進に関する条例～」 
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原田 諭 静岡県議会事務局政策調査課長補佐  

＜２日目 条例作成についてグループ演習＞ 

(課題） 

歩きスマホ禁止、児童虐待防止、空き家対策 

(指導・助言者) 

浅野 善治 大東文化大学副学長 

15 元.11.20 全国都道府県議会事務局長会 

 新国立競技場や武蔵野の森総合スポーツプラザなど、７箇所

の東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連施設を視察し

た。 

16 ２.１.29 参与会 

後刻開催する臨時総会の日程及び運営等について協議した。 
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（２）ブロック議長会議への出席等

№ 年 月 日 会 議 の 名 称 及 び 内 容

１ 元.５.22 中国五県議会正副議長会議 

鳥取・ホテルモナーク鳥取において開催され、本会からは株丹

事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では本会に中国ブロックから提出する議案について決定さ

れた。 

２ 元.５.28 四国４県議会正副議長会議 

愛媛・大和屋本店において開催され、本会からは株丹事務総長

が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、全国都道府県議会議長会に四国ブロックから提出する

議案について決定された後、医師確保対策について意見交換が行

われた。 

３ 元.５.29 北海道・東北六県議会議長会議 

岩手・ホテルメトロポリタン盛岡本館において開催され、本会

からは株丹事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行っ

た。 

会議では、本会に北海道・東北ブロックから提出する議案につ

いて決定された。 

４ 元.５.29 東海北陸ブロック７県議会議長会議 

富山・オークスカナルパークホテル富山において開催され、本

会からは小林事務局次長が出席し、当面の諸課題について報告を

行った。 

会議では、本会に東海北陸ブロックから提出する議案について

決定された。 

５ 元.５.29 韓国行政安全部職員等が来局 

韓国行政安全部職員、地方議会事務局職員及び全国市道議会議

長協議会職員が、日本の都道府県議会の現状等に係る視察のため、

本会事務局に来局した。 

髙橋秀禎 事務局次長が、日本の地方議会制度と本会組織の概

要等について説明を行った。 

６ 元.５.30 関東甲信越１都９県議会議長会議 

新潟・ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟において開催され、本

会からは株丹事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行

った。 

会議では、本会に関東ブロックから提出する議案について決定

された。 

７ 元.６.４ 九州各県議会議長会議 

福岡・ホテル日航福岡において開催され、本会からは株丹事務
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総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、本会に九州ブロックから提出する議案について決定

された。 

８ 元.７.３ 第７回福島県議会議員勉強会 

福島県議会において、第７回福島県議会議員勉強会が開催され、

本会からは株丹達也 事務総長が出席し、第 32次地方制度調査会

について説明を行った。 

９ 元.７.29 13都道府県議会議長会議 

宮城・ホテルメトロポリタン仙台において開催され、本会から

は株丹事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、議会における大規模災害への対応について意見交換が

行われた。 

10 元.８.２ 四国４県議会正副議長会議 

徳島・徳島グランヴィリオホテルにおいて開催され、株丹事務

総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、提出県から提出された議案について決定された。 

11 元.８.２ 宮崎県議会議会運営委員会調査団が来局 

 宮崎県議会議会運営委員会調査団が、地方議会の現状と課題等

について調査するため、本会事務局に来局した。 

 髙橋秀禎 事務局次長が、地方議会を巡る最近の動向等につい

て説明を行った。 

12 元.８.７ 中国五県議会正副議長会議 

島根・ホテル一畑において開催され、株丹事務総長が出席し、

当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、提出県から提出された議案について決定された。 

13 元.８.19 北海道・東北六県議会議長会議 

福島・ザ・セレクトン福島において開催され、株丹事務総長が

出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各道県から提出された議案について決定された。 

14 元.８.20 九州各県議会議長会議 

長崎・ホテルニュー長崎において開催され、本会からは株丹事

務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各県から提出された議案について決定された。 

15 元.８.21 関東甲信越１都９県議会議長会 

群馬・ホテルメトロポリタン高崎において開催され、本会から

は小林事務局次長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 
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会議では、各都県から提出された議案について決定された。 

16 元.８.22 中国四国九県議会正副議長会議 

徳島・ホテルニュータナカにおいて開催され、本会からは株丹

事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各県から提出された議案について決定された後、各

県における移住促進の取り組みについて、情報交換が行われた。 

17 元.８.27 近畿２府８県議会議長会議 

福井・ザ・グランユアーズフクイにおいて開催され、本会から

は株丹事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各府県から提出された議案について決定された。 

18 元.９.18 山梨県議会議員研修会 

山梨県議会において、山梨県議会議員研修会が開催され、本会

からは髙橋秀禎 事務局次長が出席し、地方議会を巡る最近の動

向等について説明を行った。 

19 元.11．7 13都道府県議会議長会議 

埼玉・ホテルブリランテ武蔵野において開催され、本会からは

株丹事務総長が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各都道府県から提出された議案について決定された。 

20 元.11.18 近畿６府県議員交流フォーラム 

和歌山県議会において開催され、本会事務局職員が出席した。 

会議では、各分科会で意見交換を行った後、全体会議で各分科

会のコーディネーターが報告を行った。 

21 元.12.６ 令和元年度第 1回岡山県議会地域公共政策セミナー 

岡山県議会において、令和元年度第１回岡山県議会地域公共セ

ミナーが開催され、本会からは株丹達也 事務総長が出席し、都

道府県議会における課題等について説明を行った。

22 元.12.10 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会 

静岡県議会において、静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会

が開催され、本会からは髙橋秀禎 事務局次長が出席し、都道府

県議会議員の選挙制度、事例等について説明を行った。 

23 ２.１.23 東海北陸 7県議会議長会議 

石川・ホテル金沢において開催され、本会からは株丹事務総長

が出席し、当面の諸課題について報告を行った。 

会議では、各県から提出された議案について決定された。 

24 ２.１.24 北海道・東北六県議会議員研究交流大会 
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福島・ザ・セレクトン福島において開催され、本会事務局職員

が出席した。 

 会議では、櫻井 亮太郎 株式会社ライフブリッジ代表取締役か

ら広域連携によるインバウンド観光の促進と題した講演が行われ

た後、各分科会において討議が行われた。 

25 ２.１.31 九州各県議会議員交流セミナー 

大分・ホテル日航大分オアシスタワーにおいて開催され、本会

事務局職員が出席した。 

会議では、大谷 友男 公益財団法人九州経済調査協会調査研究

部次長からスポーツの成長産業化と九州創生について、岩切 知美 

株式会社成美代表取締役社長から女性美選ばれる九州になるため

にはと題する講演が行われた。 
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